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Ⅰ．問題と目的
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorders : ASD）とは，対人相
互作用において困難を抱えることを問題とする発達障害である（American
Psychiatric Association, 2013）。ASD を抱える児童・青年（ASD 児）（1）の対
人相互作用の困難については，ASD 児と定型発達児との対人相互作用の行動
観察から明らかにされている（Bauminger, Shulman, & Agam, 2003 ;
Humphrey, & Symes, 2011 ; Macintosh, & Dissanayake, 2006）。たとえ
ば，学校の休み時間中の ASD 児と定型発達児との対人相互作用を観察した
Bauminger et al.（2003）は，ASD 児から定型発達児への働きかけが少ない
ことを報告している。このような ASD 児における休み時間中の対人相互作用
の少なさは複数の研究で報告されている（Humphrey, & Symes, 2011 ;
Macintosh, & Dissanayake, 2006）。また授業時間内での対人相互作用におい
ても，ASD 児から定型発達児への働きかけが少ないことが報告されている









が多く，孤独感が高いことが報告されている（Lock, Ishijima, Kasari, &
London, 2010）。また ASD 児の孤独感は ADHD 児や定型発達児よりも高く，
ASD 児は児童期から青年期にかけて対人相互作用を望むようになることが示
唆されている（Deckers, Muris, & Roelofs, 2017）。加えて，対人相互作用が
うまくいかないことにより，ASD 児はネガティブな情動を感じやすく，不安













て，仲間媒介法（Peer-Mediated Intervention : PMI）が挙げられる。PMI
とは，定型発達児に ASD 児との関わり方を教えたり，ASD 児との関わり方
や自然な環境で社会的な機会を増やす支援法であり，仲間が ASD 児の適切な
新しい行動，コミュニケーション，社会的スキルについての学びを手助けする
ことを目指して使用される（Wong et al., 2014）。
PMI は ASD 児にとっても，仲間である定型発達児や教師にとっても有益

























ASD 児とその仲間を対象とした PMI は ASD 児の対人相互作用の改善に効
果的であることが報告されているが，多くの効果研究ではシングルケースデザ
インが用いられてきた。たとえば Zhang, & Wheeler（2011）は，2006年ま
でにシングルケースデザインで実施された 8歳までの ASD 児への PMI の効
果をメタアナリシスを用いて検証し，PMI が ASD 児の対人相互作用の増加
に効果的であるとしている。また Dart, Collins, Klingbeil, & McKinley
２８９自閉スペクトラム症のある児童青年を対象とした仲間媒介法の効果
（2014）は，2013年までに実施された PMI の効果を検証し，PMI は ASD
児の対人相互作用の増加に有効であることを報告している。同様の結果は






Davis, & Sauber, 2011）。Tau-U の特徴として，ベースライン期のデータの
傾き（トレンド）を統制した上で介入期とベースライン期のデータの間に統計
的に有意な差があるかを検定できること，データの分布に影響されないことな
どがあげられる（Parker et al., 2011）。Tau-U を用いることで，シングル
ケースデザインによって得られたデータの特徴を考慮したメタアナリシスを行
うことが可能になる。
ASD 児と仲間を対象とした PMI についての展望論文は既に存在するが
（Bene et al., 2014 ; Chan et al., 2009 ; Chang, & Locke, 2016 ; Dart et
al., 2014 ; Watkins et al., 2015 ; Zhang, & Wheeler, 2011），これまでに報
告されたメタアナリシスには 4点の問題が残されている。
1点目として，Tau-U のようにベースライン期のトレンドを統制した統計
手法を用いて PMI が ASD 児の対人相互作用の促進に有効であるかを検証し













4点目として，ASD 児の対人相互作用を促進するために PMI を適用する上
で，行動的支援のどの要素を用いるのが効果的かについて検討されていないこ
とが挙げられる。ASD 児と定型発達児への PMI を展望した論文において，
介入形態や行動的支援の要素などのモデレーターが ASD 児への PMI の効果
に影響していることを示唆している（Chan et al. 2009 ; Watkins et al.
2015）。しかしながら特に支援技法については効果検討がなされてこなかっ
た。Camargo, Rispoli, Ganz, Hong, Davis, & Mason（2015）は，ASD 児に
対人相互作用を教える際には，強化を用いることで用いなかった場合より高い
効果が生じることを報告しており，このような行動的支援の要素による効果の
違いは PMI においても生じうると考えられる。以上のことから Tau-U を用


















検索ワードは Watkins et al.（2015）と同様に，診断（autism）×支援法
（peer mediation, peer training, peer modeling, peer support）×効果指標









ストラクトに autism と peer の 2つのキーワードを含んでいる（ただし，研
究中で使用された介入プログラムの略称名が PEER であったものは除く），介
入を行っている論文を抽出した。その結果，75件の論文が抽出された。
③本文スクリーニング：PMI のメタアナリシスを行った Dart et al.,（2014）
および DiSalvo, & Oswald（2002）を参考に研究デザインについての包含基








































Tau-U を用いた分析を行い，Tau（Parker et al., 2011）を PMI の効果を

















の支援，仲間から ASD 児への支援，および支援者（大人）が ASD 児に対し
て実施した個別支援も PMI の効果に影響することが想定されるため，支援者
（大人）による ASD 児を対象とした個別支援の有無も表 2に示した。








効果指標については，ASD 児からの働きかけ（Bambara et al., 2016 ;
Carter et al., 2017 ; Chung, & Douglas, 2015 ; Katz, & Girolametto,
2015 ; Lee, & Lee, 2015 ; McKenney et al., 2014 ; Rodriguez-Medina et
al., 2016 ; Sreckovic et al., 2017 ; Wichnick-Gills et al., 2016 ; Vincent et
al., 2017），ASD 児からの反応（Katz, & Girolametto, 2015 ; McKenney et
al., 2014 ; Rodriguez-Medina et al., 2016 ; Sreckovic et al., 2017 ;
Wichnick-Gills et al., 2016）が多く測定されていた。働きかけと反応を対人
相互作用としてまとめて測定しているもの（Chung & Douglas, 2015 ; Lee,





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2016 ; McKenney et al., 2014 ; Rodriguez-Medina et al., 2016 ; Thiemann
-Bourque & Brady, 2015）。ロールプレイを実施した先行研究よりも実施して
いない先行研究において，対人相互作用が多く生じており（ロールプレイ：
Tau＝0.62, p＜.001, 90％信頼区間［CI］［0.50, 0.74］；ロールプレイなし：
Tau＝0.83, p＜.001, 90％信頼区間［CI］［0.75, 0.90］），ASD 児の対人相互
表 6 行動的支援の要素の有無による Tau と 90％信頼区間















































＜.001, 90％信頼区間［CI］［0.50, 0.74］；フィードバック：Tau＝0.83, p


















（Dart et al., 2014）と同様であった。青年期以上の年齢層に適用例が少ない
理由の 1つに，青年期において定型発達の仲間を用いることは ASD 児の社会
性の欠如を思わぬ形で強調し，非難や社会的な排斥を増加させる可能性も存在
































ASD 児に対する PMI の効果は中程度の効果であった。この結果は Tau-U
を用いて ASD 児に対する PMI の効果を検証したメタアナリシスと同程度で
あり（Dart et al., 2014），Tau 以外の指標を用いたメタアナリシスにおいて
も中程度から高い効果が示されている（Bene et al., 2014 ; Zhang, &
















今後の展望として以下の 4点を述べる。まず 1点目として，PMI は我が国










2点目として，PMI を通して仲間が ASD 児に教える内容によって，効果が
異なる可能性が挙げられる。たとえば PMI を通して ASD 児に対し働きかけ
を教えることが困難であっても，反応を教えると反応の生起数が増加すること








Thiemann-Bourque & Brady, 2015）や特別支援を受けている ASD 児（たと
えば Chung & Douglas, 2015），通常学級に在籍している ASD 児（たとえば
Sreckovic et al., 2017）が含まれていた。言語水準や在籍している学級によっ
て対人相互作用の質が異なることが想定されるため，今後の研究ではモデレー
ターとして分析されることが望まれる。
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Peer-mediated interventions（PMI）are typically conducted to facilitate social in-
teraction of children and adolescents with autism spectrum disorders（ASD）. This
meta-analytic review attempted to examine the effectiveness of PMI for children
and adolescents with ASD and identify the differential effect of the behavior ap-
proach in PMI. The review examined 19 studies and calculated the overall effect
size and the effect size of planned behavior components（instruction, prompts, mod-
eling, role-play, reinforcement, feedback, and environmental arrangement）. The
overall effect size suggested that the effectiveness of PMI for ASD was moderate
（Tau＝0.78, p＜.001, 90％ CI : 0.71, 0.84）. In addition, the interventions did not
use planed role-play or feedback were more effective than the interventions that did
role-play or feedback（without role-play or feedback : Tau＝0.83, p＜.001, 90％ CI :
0.75, 0.90 ; with role-play or feedback : Tau＝0.62, p＜.001, 90％ CI : 0.50, 0.74）.












環境調整 ASD 児と定型発達児の物理的な距離を近づける，ASD 児の興味関心
が強いものを扱う，ASD 児と仲間が対人相互作用を持つ機会を提供
する
３１０ 自閉スペクトラム症のある児童青年を対象とした仲間媒介法の効果
